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冷水病に罹患したアユから分離された Flavobacterium 

psychrophilum において確認されたコラゲナーゼの発現 
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摘要 

 

冷水病に罹患したアユ（Plecoglossus altivelis）から分離された冷水病菌 Flavobacterium 

psychrophilum においてコラゲナーゼ及びその遺伝子（fpcol）が機能していることを見出し

た．コラゲナーゼの発現量は冷水病を発病したアユの累積死亡数と関連していた．逆転写

リアルタイム PCR と人為感染試験によって，アユからの分離株である WA-1 株は WA-2 株

よりも，fpcol 遺伝子発現量が多く，アユに対する致死性が高いことが示された．一方，ア

マゴからの分離株である WB-1 株は fpcol 遺伝子が機能しておらず，アユに対する致死性を

示さなかった．既往の研究では，金属プロテアーゼ（Fpp1 及び Fpp2 の 2 種類）が良く研究

され，これらが冷水病における毒素として機能すると考えられてきた．しかし，アユに対

してより高い致死性を示した WA-1 株では，fpp 遺伝子が欠失変異やトランスポゾンの挿入

によって機能しておらず，プロテアーゼ活性を示さなかった．アユに対する致死性がより

弱かった WA-2 株では，Fpp1 のみが機能しておりプロテアーゼ活性を示した．これらの結

果から，Fpp プロテアーゼではなく，コラゲナーゼがアユ冷水病における毒素として機能し

ている可能性が高い． 
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